
第２１８回 役 員 会 議 事 要 録 

 

日 時  平成３０年５月３１日（金）１３時２８分～１４時３０分 

場 所  第三会議室（事務局管理棟３階） 

出席者  学長 今岡春樹，理事(研究・情報担当) 藤原素子， 

理事(企画・広報担当）小路田泰直，理事 (教育・学生担当) 小川英巳， 

理事(総務・財務担当）井深順二 

列席者  監事 酒居淑子，監事 福田隆一 

議 長  今岡学長 

 

Ⅰ．審議事項 

１．地域の高等教育機関との連携について 

  学長から，資料１により検討状況について説明があり，審議の結果，引き続き検討

することとし，全学説明会を６月１５日に実施することとした。 

  

 ２．学内諸規程等の制定について 

（１）国立大学法人奈良女子大学における授業料その他の費用を定める規程の一部改正

について 

   井深理事から，資料２により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日

付けで施行することとした。 

 

 （２）奈良女子大学ダブルディグリー・プログラムに基づく外国人留学生受入要項の一

部改正について 

   井深理事から，資料３により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日

付けで施行することとした。 

    

 （３）奈良女子大学外国人特待留学生受入要項の一部改正について 

井深理事から，資料４により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日

付けで施行することとした。 

 

 （４）奈良女子大学国際特別奨学金規程（案）について 

井深理事から，資料５により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日

付けで施行することとした。 

 

 ３．卓越大学院プログラムについて 

   本学が申請する卓越大学院プログラム・文化工学プログラムについて，小路田理事

から資料により説明があり，審議において以下の内容を確認した上で，本プログラム

に応募することを承認した。 

「文化工学プログラムについて，当該プログラムが採択された際には，大学院人間文

化研究科博士前期課程（人文社会学専攻，言語文化学専攻，人間科学専攻，食物栄養



学専攻，心身健康学専攻，情報衣環境学専攻，生活工学共同専攻，住環境学専攻，生

活文化学専攻，数物科学専攻，化学生物環境学専攻）及び博士後期課程（比較文化学

専攻，社会生活環境学専攻，共生自然科学専攻，生活工学共同専攻，複合現象科学専

攻）の参画の下，以下の機関と連携して，調書に記載の事項について確実に実施する。」 

 

（連携先機関） 

◆お茶の水女子大学 

◆京都女子大学大学院 

文学研究科 博士前期課程（国文学専攻，英文学専攻，史学専攻） 

発達教育学研究科 博士前期課程（教育学専攻，心理学専攻） 

家政学研究科 博士前期課程（食物栄養学専攻，生活造形学専攻，生活福祉学専攻） 

現代社会研究科 博士前期課程（公共圏創成専攻） 

文学研究科 博士後期課程（国文学専攻，英文学専攻，史学専攻） 

発達教育学研究科 博士後期課程（教育学専攻） 

家政学研究科 博士後期課程（生活環境学専攻） 

現代社会研究科 博士後期課程（公共圏創成専攻） 

◆福岡女子大学大学院 

人文社会科学研究科 博士前期課程（言語文化専攻，社会科学専攻） 

人間環境科学研究科 博士前期課程（人間環境科学専攻） 

人文社会科学研究科 博士後期課程（言語文化専攻，社会科学専攻） 

人間環境科学研究科 博士後期課程（人間環境科学専攻） 

◆大和ハウス工業株式会社 

◆関西文化学術研究都市推進機構 

◆国立研究開発法人 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター  」 

 

 ４．人間文化研究科博士後期課程の改組について 

   学長から，資料７により説明があり，方向性としてこれを承認した。なお，文部科

学省との事前相談の際に指摘された点を踏まえ再検討したうえで，今後文部科学省へ

の相談を重ね，設置に係る書類を今年度末には提出することした。 

 

５．その他 

   特になし 

 

Ⅱ．報告事項 

１．ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブの申請について 

藤原理事から，資料８により報告があった。 

 

２．平成３１年度施設整備費補助金等概算要求事項について 

  井深理事から，資料９により報告があった。 

 



３．平成３０年度監事監査計画について 

  酒居監事から，資料１０により説明があった。なお，今年度は社会貢献・連携に関

する事項を重点的に監査する旨，説明があった。 

 

４．その他 

  特になし 

 以 上 


